
  1 

 

 
ＮＯ．８９ 

後援会費郵便振替口座 

０１０７０－７－３２１４５ 

あらぐさ後援会 

 

1992年６月５日第３種郵便物承認 ＫＴＫ増刊通巻第４１９４号 2014年10月5日発行（毎月１回25日発行） 

     あらぐさ通信 

                   編  集 あらぐさ後援会 

                   編集協力 社会福祉法人あらぐさ福祉会 

                   〒617-0813 京都府長岡京市井ノ内広海道42－３ 

                                         TEL 075-953-9212  FAX 075-953-9215 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カメラ同好会の活動で、西山公園体育館に 

行きました。階段を上ると黄色とオレンジ 

のきれいなマリーゴールドが咲いていたの 

で、ひとりはカメラマン、もうひとりはモ 

デルとなって写真を撮りました。 

（関連記事 ２～３頁） 
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デイセンターあらぐさ２では作業活動の

他に同好会を作って、利用者さんそれぞれが

やりたいことにとり組む活動があります。そ

のいくつかを今回はご紹介します。 

みんなと歌いたい 

 まずはうたごえ同好会です。歌いたいと希

望のあったメンバーが集まって、うたごえ同 

好会はできました。ラジカセで好きな曲をか

けて、マイクを持ち歌います。歌う人以外の 

メンバーは鈴や木琴、マラカスなどを使って

盛り上げます。一人一人好きな曲は違います 

が、みんなが知っている曲だと大合唱のよう

になります。時にはバラードに気持ちが入り 

すぎ、泣きながら歌うメンバーも・・ 。ま

た、うたごえ同好会はデイセンター２とワー

クセンター合同で年末に開いているおつかれ

さん会で発表をしています。発表曲をうたご

え同好会のみんなで相談して決めて練習をし

ています。みんなちょっと緊張しながらも元 

 

 

気に歌い、おつかれさん会を盛り上げる出し 

物の－つになっています。今年も発表が楽し

みです。 

写真を自分で撮りたい 

 二つ目はカメラ同好会です。写真を自分で

撮りたい、カメラ（機械）に興味のあるメン 

バーが集まって、カメラ同好会はできました。

色々な場所に行き、写真を自分で撮る機会を

作っています。この間はＪＲ長岡京駅に写真 

パノラマ機能を使って「忍者の影分身」(?)を 

表現しました。 

 

を撮りに行きました。電車やバス、高い建物

からみた風景を撮っていきます。また、－緒

に行ったメンバーと職員がモデルになり、い

ろんなポーズをしてもらって写真を撮ってい

きます。カメラで写真を撮るメンバーは「動

いているものを撮るのは難しいなぁ」「押す

のに時間がかかってしまうわ」と話していま

す。職員も一緒にどうすればきれいに撮れる

かを考え、カメラに補助具をつけて、構え方 

を変えてみたらどうかと提案しながら練習を 

あらぐさの活動
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積み重ねています。「秋になったら紅葉を撮 

りにいこう」「カメラ同好会のアルバムを作

ろう」と話しています。それに加え、おつか

れさん会でカメラマンをしたいと話していま

す。みんなの発表や楽しい姿を写真に撮るた

め、腕に磨きをかけています。 

 この料理をつくってみたい 

 三つ目は料理同好会です。料理を作りたい

と希望のあるメンバーが集まって、料理同好 

会はできました。1人３００円を出しあって

食材を買いに行き、昼食作りをします。まず

メニュー選びからみんなで話し合います。「こ

れを食べたい！」「この料理を作ってみたい！」 

とメンバーそれぞれ想いがあり、メニュー選

びから真剣な話し合いです。またメニューが 

決まれば、食

材も「これだ

けはゆずれな

い！」と言う

メンバーもい

ます。料理作

りは工程をメ

ンバーで分担

しながら行い

ます。この間

は夏野菜カレ

ー、ブロッコ

リーのおかか和え、わかめスープを作りまし

た。野菜を切る人、材料を混ぜる人、フライ

パンや鍋で熱する人など、メンバー一人一人

ができることで料理作りに参加しています。  

料理同好会以外の人にも出来上がりを見

てもらい「おいしそうやね」「羨ましい！食 

 

べたい！」など言われ満面の笑みを浮かべて

います。そして自分で食べてうんうんと頷き

つつご満悦です。今後はみんなで料理を作っ

てパーティーをしようと話しています。パー

ティーまでに料理のレパートリーを増やして

いくことが目標です。 

今年度から手話練習 

 今年度から新しく手話同好会もできました。

手話に興味をもったメンバーからやってみた 

いと希望がありました。今は自分の名前を手

話で話せるように手の形・ジェスチャーを覚

えて、音楽に合わせて楽しく練習しています。 

同好会活動が生活の楽しみ 

 以上、デイセンターあらぐさ２の同好会を

紹介しました。メンバーが好きなこと、興味 

がわいてきたこと、やってみたいことをこれ

からも同好会の中で広げていけたらと思いま 

す。一人一人の願いであっても、あらぐさの

みんなが集まり繋がっていけば、また喜びが 

増えていくでしょう。同好会の活動が生活の

楽しみになるようにしていきたいです。           

（渡邉一翔） 

あらぐさの活動 

編集部より 

本８９号より紙面を横書きにしまし

た。皆様のご意見、ご感想をお寄せ下

さい。 

＜本年度編集スタッフ＞ 

稲葉薰 前田幸子 真殿尊子 

三浦朱葉 安田隆 
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かずなりさんは、現在２７歳。お父さんと

お母さん、療育教室で働く妹さん、美容師を

めざす弟さんとの５人家族です。かずなりさ

んは、あらぐさでフェルト作品のしごとをし

ています。お母さんにお話をうかがいました。 

 

生い立ち ― 同じ障害の人たちと家族

ぐるみのつきあいの中で 

 

 生後８ヶ月からヨゼフ整肢園に母子通園を

し、ボイターの訓練を受けました。小さい頃

住んでいた丹波の友人のアドバイスで、右京

病院の橋本先生や白石先生のお世話になりま

した。子育てをする上で発達や障害の理解は

大きな支えになりました。今も定期的に脳波

の検査をし、発作の管理をしています。 

 就学前は向日が丘療育園と並行して海印寺

保育園やひまわり共同保育所にいきました。

向日が丘療育園では同じアンジェルマン症候

群の障害の友人が３人いて、家族ぐるみのつ

きあいをしました。 向日が丘養護学校の小学

部に入学してからも、みんなで家族旅行をし

たり、いろいろな面で励まし合ってきました。 

向日が丘養護学校では障害児学童保育「わ

っしょいクラブ」に入りました。３年生の時、

教室の方針で水の大好きなかずなりさんの１

日の活動は水遊びが中心になりました。この 

時の活動が人と共感する力をつけたり、自我 

 

を育てるという点で大切なことだったようで

す。今、大きくなってからの人の関係づくり

や安心していろいろな活動にとりくめる基礎

になりました。 

 

お母さんの子育て奮闘記 

 

 夕方４時に帰宅をして、おやつのあとは好

きな演劇の本や旅、温泉の本、写真などを見

てすごしています。テレビでは演歌やファミ

リーコンサートなど舞台のある番組を見るの

も好きです。 

 ヘルパーさんとのお出かけやショートステ

イの時は、活動の見通しを写真やカードを使

って、「誰と」「何をするのか」ということ

を示しています。午後からのことを朝から知

らせると待つことがむずかしいので、身支度

や伝えるタイミングなど、本人が納得して待

てるように心くばりをしています。 

 かずなりさんは、人の様子を観察すること

が好きです。会話も耳を立てて聞いているの 
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で、内緒話はできません。（笑） 

 繊細で傷つきやすい面も持っています。時

間がかかることもありますが、ていねいな関

わりの中で人との関係をじっくり築いていき

ます。 

身体的には歩行の不安定さから、ちょっと

したことでもつまづいたり、転びやすく、頭

を縫ったりすることもありました。見守りが

必要です。 

 毎日元気に出かけて、いい表情で帰ってき

てほしいと願っています。 

 

あらぐさで大好きな 

   フェルト作品づくり 
 

 あらぐさではフェルト作品をつくっていま

す。材料の買出し、作品づくり、作品になっ

たものを販売します。地域の事業所さんでは

かずなりさんの作品は人気があって、たくさ

ん買ってもらえるようで楽しく配達、集金に

いっています。作品としていろいろな人から

評価されていることが嬉しいようです。 

 あらぐさでは売れるものをつくるというこ

とよりも、楽しくしごとが続けられるように 

フェルトのコサージュ作品「万華鏡」 

 

 

と、しごとの内容も工夫されて大好きな活動

になっています。 

 

地域の中で豊かなくらしを 

 

ヘルパーさんとの外出では、外食が好きで、

スイーツを食べにいくことを楽しみに、ちょ

っと落ち着いた喫茶店などに出かけています。

最近出かけた西宮のレストランでは、３０～

４０分も待って、席につくことができたそう

です。 

あらぐさでは働いたお金で大衆演劇をグ

ループの皆で観劇にいくことも楽しみにして

います。 

高槻市・千鳥劇場にて 

これから先の進路のことは、切実な問題で

す。ケアホーム「いろどり」は、残念ながら、

希望者が多く入れませんでした。楽しくとり

くめている日中のあらぐさの活動と、土曜と

日曜や日中活動後の時間は、ひまわり園やて

くてくなどの事業所も利用して、過ごしてい

ます。 

   (取材＝前田幸子、真殿尊子) 
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あらぐさと私 

 

１年目の三浦朱葉（あやは）です。今年か

ら後援会役員の広報部を担当することになり

ました。私は学生の頃に行った実習で、毎日

同じような生活の中で充実とは何なのだろう

と考えるようになりました。障がい者の方が

毎日過ごしていく中で、少しでも充実してい

て「今日も楽しかった」と思える一日を一緒

に過ごせればという思いから、障がい者分野

で就職活動をすることにしました。就職活動

の中で、最初に出会ったのがあらぐさ福祉会

でした。ブースに飾られている写真の利用者

さんの笑顔が印象的で、見学に来た時、利用

者さんが楽しそうに活動しているのを見て、

あらぐさの採用試験を受けてみようと決意し

ました。 

 私は今、デイセンターあらぐさ 2に所属し

ており、アートなど創作活動を中心に活動し 

ています。最近のアートでは、新聞紙で作っ

た紙袋にマジックや絵の具で絵を描き、その 

 

 

上からスタンプや折り紙・チラシの切り抜き

を貼って、ひとつひとつオリジナルの紙袋を

製作しています。これは、向日が丘支援学校 

での販売で、商品を渡す時の袋として使って

います。絵の具を使うときは筆だけでなく、

割り著や指を使って利用者さんの力を引き出

し、その人らしい作品を作れるように試行錯

誤しながら頑張っています。楽しく会話をし

ながらゆっくり進める人、集中して黙々と絵

を描く人等利用者さんによって様々なスタイ

ルがありますが、どの作品も素敵だなと見返

した時に思います。 

 まだまだ、毎日へとへとになっていますが、

1日を振り返ると今日も利用者さんとの会話

で笑ったなあ、楽しかったなあと実感します。

1年目は、利用者さんを知ることが目標です。

様々な活動を通して利用者さんと関わり、

色々な表情や姿を見ていきたいと思います。  

 

障害福祉センターあらぐさ職員 

   三浦 朱葉 さん 

    きょうされん第37次国会請願署名・募金キャンペーンへの 

         ご協力ありがとうございました。 

国会に届けられた署名は両院の厚生労働委員会において、衆議院では「保留」、参議院

では「不採択」となりました。前回を上回る紹介議員、地元や全国事務局からの採択への

働きかけも実りませんでした。しかし、今後も障害者権利条約の批准に相応しい社会を目

指して、多くの方の声を国会に届けられるように運動を進めていければと思います。 

全国で集められた署名は１１８万筆あまりにのぼりました。 
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社会福祉法人あらぐさ福祉会よりの報告 
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いつも楽しく読んでいます。 

職員としてあらぐさに来ていますが、フロ

アが違ったりするとなかなか接点もなく、ど

んな道を歩んでこられたのかも判りませんし、

私が担当しているところは極々限られますの

で、他の部署の細かい様子や方向性が記事に

なることで知ることもあります。私の子供も

いつかこのような施設に通うことになると思

いますが、通信を読むと、いろいろ大変な思

いをされながらもしっかり生きている、活き 

 

 

 

 

平成２６年度のあらぐさ後援会総会は６

月２１日に５３名の出席で開催されました。

平成２５年度事業、決算、監査、平成２６年

度事業、予算、及び役員の３つの議案は承認

されました。総会の後、あらぐさ福祉会へ支

援募金１２７万２千円とあらぐさ後援会会計

より２５万円が施設設備資金として寄付され

ました。（平成２５年度支援募金協力３１３

件、後援会員４４８団体個人） 

 第２部は「あらぐさの活動」紹介です。各

グループの職員さんから利用者さんの活動を

話してもらいました。 

「今年度から藍染めのランチョンマットや５

本指ソックスの製作」「畑活動でニンニク栽

培し、調理、販売の活動」「クッキー作りで

急速冷却機を導入。衛生、効率、味覚が向上

改善」「うたごえ、料理、カメラの同好会の

活動」「利用者さんに無理をかけずに多肉植 

 

 

 

Ｉ．Ｋさんより 

ている先輩を知ることで、力強く将来を楽し

みに思えることも多々あります。記事を書き、

まとめている編集担当の方々は大変だと思い

ますが、利用者の方や職員の紹介はこれから

も続けて戴きたいです。（ある記事を読んで

悩んでいた子供の進路について考える時、手

助けに本当になります。どんな道を歩むのか

より、どんな道があるのか、からはじまるの

で、本人、御家族の思いや経験は私たちには

いつも貴重です！！）  

 

 

 

物の栽培」など。 

普段知らない活動を写真を映しながらの

紹介でよくわかりました。説明の後、しっと

り感のある評判のパウンドケーキをいただき

ました。とても美味しかったです。 

＜新役員＞ 

会長・野々下靖子 副会長・中川千津子・増

田康夫 事務局長・松村誠 会計・安武真理

役員・稲葉薫・大槻昭・角摂子・真殿尊子・

三浦朱葉・宮本靖子・丸岡正子 会計監査・

大江文子・宋明子 

 

あらぐさ後援会総会報告 

「あらぐさ通信」読者からの“ひとこと” 
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青嶋芳文 赤城博子 秋山喜美江 浅田光代 

芦田幸子 東俊明 厚地芳美 粟田士郎 粟田

紀江 安藤純夫 井垣優 池田廣子 池田泰子 

池田芳子 井古テル子 石田充学 石原洋子 

石村和子 五十棲福男 伊丹路恵 一谷孝 伊

地知洋晃 伊地知有華 伊藤五郎 伊藤良彦 

稲葉薫 因幡広和 井上久美恵 井上敏子 今

井和子 今井正 今井正 今西さよ子 岩倉美

希 岩﨑泰子 岩﨑英雄 植田進 上田義博 

上野志保子 大井やす 大釜和子 大塚とも子 

大槻さつき 大槻裕治 大坪孜 大坪晴美 大

西孝保 大林雅子 小川直 奥田昭治 奥田保 

奥山禎二郎 小田淑子 小谷勝利 乙訓医療生

活協同組合 乙訓教職員組合 乙訓地区労働組

合協議会 乙訓手をつなぐ親の会 小幡順子 

甲斐幸子 垣内良美 勝山廣美 門野三郎 門

野陽子 金子美智子 株式会社魚国総本社 株

式会社ガロア一級建築事務所 株式会社坂本建

設 株式会社辻工務店代表取締役辻正志 株式

会社ユニバーサルホームサービス 川瀬明子 

川添正徳 川那辺博一 川畑栄子 北逵美由紀 

北村民子 木下美智子 共進自動車整備工場 

京都府立向日が丘支援学校ＰＴＡ 共和運送株

式会社 金原道雄 草野廣 くぼた医院 鞍貫

梢 倉橋克之 黒木サキ子 小北英子 後藤邦

子 後藤真由美 小林正美  小山一子 近藤

牧子 西古永吉 斉田昭子 斉藤泰樹 崔本鐘

光 境奏蘭 坂下佳子 相良乙若 桜田吉昭 

佐々木康二 佐々木成子 佐野顯治 佐野さか

え 猿橋正子 澤月子 塩尻光明 地蔵院福本

哲了 司法書士中西正人 白波瀬恵子 新庄佑

三 杉井昭男 鈴木純子 鈴木堂司 鈴木千賀

子 すずき内科クリニック鈴木元 角摂子 瀬

川光子 節田もと 宋彦一 田上完二 鷹野安

子 髙橋久美子 髙橋謙二 髙橋光子 滝川正

幸 竹澤哲夫 竹下久美 竹下誠 武永健二 

武山彩子 多田美智恵 田中栄治 田中洋行 

田中善久 田中礼子 谷口忠行 谷口弘子 田 

主祥子 玉木洋子 田村和宏 長誠一郎 長理 

 

恵子 千脇正子 塚上公治 辻真菜美 辻禧子  

おとくにパオ組辻野明子 辻本恭子 辻本勝浩 

津田拓也 津田みさ子 津波章子 都出とし子 

銅銀正美 冨島ますみ 内藤時子 内藤秀春 

内藤敬子 内藤基雄 仲岡努 長岡天満宮 中

川淑子 永崎靖彦 長澤直道 中路克介 中野

功 中野史子 中野司 中村文子 中村マサヱ 

中山恵美子 中山千恵子 中山輝代 名倉真実 

夏川久子 西井美千代 西田政子 西田良平 

西林喜代美 西村栄治 西村春美 西村秀晴 

西村宗昭 西山俊太郎 野崎清子 野々下靖子 

波多由紀子 畠中清子 八田萬喜雄 濱川君代 

浜野利夫 早川美智子 林英夫 林広子 原木

康夫 原木とし子 原田文孝 春田石油有限会

社 ぱんだ企画 平方スミ子 平田喜裕 平野

みどり 平山功 廣瀬彩子 広瀬美砂 福井悦

子 福島和子 福島ケイ 福本喬 福山八千代 

藤井則男 藤井正樹 藤松素子 藤本秀延 細

川幸子 本田章子 本多三郎 前田真之介 前

田幸子 前田知臣 増田尚 増田弘子 増田康

夫 松井幸子 松居正利 松浦佳織 松岡稔 

松島朱美 松永里子 松村美代子 松山幸次 

松山雅子 丸岡敏夫 丸岡正子 丸岡勇毅 三

木裕和 造酒豊 三木理枝 三島春子 水口秋

子 三橋眞子 南ゆかり 三宅州人 三宅善昭 

宮﨑俊一 宮嶋均 宮田啓子 村井よし 村井

悦予 村上宏 村上久代 村野英介 村山容祥 

森清 森下純平 森本達也 守屋伸江 八木勝

光 八木崇 矢島弘之 安井洌 安井裕之 安

井吉子 安田隆 安田弘 安武梢 安武真理 

薮見富喜男 山口武彦 山下敏夫 山田央 山

田孝子 山田千枝子 山田陽子 山中憲一 山

本史子 山本麻友美 有限会社ヤスイカメラ 

横川和男 横川喜美江 横澤辰美 横山和子 

横山昌子 吉川泰史 吉田治子 吉永純 吉本

久枝 療術院うえの上野徳太 和田廣茂 和田

正子 渡邉一翔 渡辺裕子 渡辺洋一 渡辺尚

子 匿名４３名 
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あらぐさ通信 
 

2014 年１０月２６日（日） 

午前 11 時～午後 2 時 

障害福祉センターあらぐさ 
今年で３回目の「みんなおいでよ 

あらぐさひろば」を開催します。  

見たり、聴いたり、遊んだり、食べ

たり、そして買い物も。ワイワイと

楽しく交流しましょう。フィナーレ

は恒例の豪華賞品福引きです。 

今年のテーマは一味ちがう！ 

スタンプ、植物、あい染め、 

ビーズetc, 

フェルトも盛りだくさん 

☆new ブランド☆「テキテキ

の旅」もあるよ 

入場 

無料 



 

 


